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「余命１ヶ月の花嫁・乳がん検診キャラバン」の 

内容見直しを求める要望書提出有志一同 

 

謹 啓 

 盛夏の候、貴社ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 
 さて、6月 9日付けで私共がお送りした要望書および質問状につきまして、7月 9日付けで詳

細な回答書を頂戴し、誠にありがとうございました。 

 
 ご指摘のとおり、日本では、国・地方自治体を含め、まだまだ科学的根拠に基づくがん検診

が根付いていないのが現状です。そのような中、報道機関である貴社に、がん検診のあり方、

並びに、がん啓発活動における情報発信の重要性について改めてご検討頂きたいと考えてお送

りした要望書です。 

 
 私共のビジョンは、あくまで、日本において科学的根拠に基づくがん検診が理解され、普及

し、救える命を救うことのできる社会を築くことです。そのためには医療関係者のみならず、

がん患者、がん患者団体、がん患者支援団体、国・地方自治体、様々な分野の企業、メディア

の協力・連携が不可欠であり、立場の違いを越えて率直に話し合い、学び合う姿勢が必要だと

考えています。私共は、前述したビジョンが現実のものとなるよう今後もそれぞれの立場から、

広く呼びかけ、活動を続けていく所存です。 

 
 最後になりますが、添付の資料は、本年 5月米国国立がん研究所発行の医学誌 Journal of the 

National Cancer Institute に掲載された若年層のマンモグラフィ検診に関する最新の報告

（Yankaskas BC, et al : Performance of first mammography examination in women younger 

than 40 years. J Natl Cancer Inst 2010;102:692-701）のアブストラクトとメディア用解説

メモです。参考までにお目通しいただければ幸いです。 

 
 謹 白 

 

添付資料ウェブサイト URL 

・ アブストラクト URL http://jnci.oxfordjournals.org/cgi/content/abstract/102/10/692 

・ メディア用解説メモURL http://jnci.oxfordjournals.org/cgi/content/full/102/10/NP-a 
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